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   From August, 1981 to May, 1984, we measuredr-seminoprotein in the serum of 51 untreated 
patients with prostatic ancer in the Chiba University Hospital. Prostatic acid phosphatase 
(radioimmunoassay) in serum was also measured in these patients. We also measured 
 r-seminoprotein and prostatic acid phosphatase in serum of patients under control byhormonal 
treatment and of reactivated patients. 
   In untreated stage B andstage C cases, positive rate of  r-seminoprotein in serum was 
larger than that of prostatic acid phosphatase. Therefore the measurement of  r-seminoprotein 
in serum is considered to be useful in the diagnosis of early prostatic ancer. 
   Four weeks after hormonal treatment,  r-seminoprotein  in the serumof 74% of the patients 
returned to the normal level. 
   The positive rate of  r-seminoprotein in the serum of reactivated patients i  significantly 
larger than that of the patients under control by hormonal therapy. 











を測 定 し,検 討 を加 えた の で 報告 す る.
対 象 お よ び 方 法
千葉 大学 医 学 部 泌 尿 器科 に お い て,1981年8月 よ り
1984年5月 ま で の 前 立腺 癌 末治 療 例51例 に つ い て
γ一Smを検 討 した.ア メ リカ式 のstage分類 に よる4)と
stageA4例,stagcB4例,stageCI2例,stageD
31例で あ る.26例は,内 分 泌療 法(去 勢 お よび 直 後 よ
りジ エチ ル ス テ ィル ベ ス トロール・2燐 酸250mg～
500mg4週 間投 与)後 の γ・Smも 測 定 した,同 時 期













































○ はPAP-RIA陰性 ● はPAP-RIA陽性





















70例に 対 して194回,後者15例 に対 して36回の測 定 を
お こ な った.な お 同一一人 の 測 定 回数 は,1～4回 で あ
った.前 立腺 肥 大症25例,尿 路 結 石16例,前 立 腺 炎16
例 を対 照 と した.同 一 検 体 でPAP・RIA(Eiken)も
測定 した5).
検 体 は,採 血 後,た だ ちに血 清分 離 し,-80。Cで
凍結 保 存 した.γ一Sm測 定 キ ッ ト(中 外 製 薬)を 用 い,
以下 の ご と く施 行 した,解 凍 の の ち,検 体 を 抗体 結 合
ビー ズ と37PC,2時 間 イ ンキ ュベ ー シ ョ ン し,さ ら
果
1)末 治療 例 の血 清 中 γ一Sm値 お よびPAP-RIA
値:stageAは4例 とも陰 性 であ った.stageBは,
4例 全 例 陽 性(100%),stageCは12例 中9例(75
%),stageDは31例中27例(87%)で 陽 性 で あ った.
PAP-RIA陽性 で γ一Sm陰 性 例 は,stageDで 組 織
型6)が中等 度 分 化 型 の1例 のみ で あ っ た.ち な みに,
この例 のPAP-RIA値 は,6.Ong/m正で あ った ・ い
っぼ う,PAP・RIA陰 性 で γ一Sm陽 性 の もの は,6
例 あ った.γ 一Sm値 の平 均濃 度 は,stageがす す む に
つ れ て 大 き くな る傾 向 を示 した が,統 計 学 的 に有 意 の
差 では なか った(Fig.1).なお前 立 腺 肥 大 症,尿 路 結
石 お よび 前 立腺 炎 で そ れ ぞ れ4.6,7.5,9・1ng/mI
と高 値 を 示 す もの が,i例 ず つ あ った.し たが っ て
falsepos三tiveは,57例中3例,5・3%で あ った・
PAP-RIA値は,57例 全 例 陰 性 で あ った.
2)末 治 療 例 の γ一Smお よびPAP-RIAの 陽 性率
stageAは,両 者 と もに 陽 性 の も のは な く,stage
B,Cで は,γ一Smの 陽性 率 が,PAP-RIAの それ に
比 し大 きか った.stageDで は,ほ ぼ 同様 の陽 性 率 で
あ った(Table1).
3)末 治療 例 の γ一Sm値 とPAP-RIA値 との 関 係
:γ.Smお よびPAP-RIAと もに 陰 性 の も のは,
stageA4例,stageC3例,stageD3例 の 計10例
で あ った.γ一Smあ るい は,PAP-RIAの うち少 な く
と も一 方 が 陽 性 の もの は,41例,78%で あ った.両 者
の 相 関 係 数 は0.11と,相関 が 少 な か った(Fig.2).
4)治 療 前 と治 療 後4週 の γ一Sm:23例の うち17例,
74%が治療 に よ り陰 性 化 した.6例 は 陽性 の ま ま であ
った.後 者 は,stageCが2例,stageDが4例 であ
り,組 織 型 は,全 例,中 等 度 分 化 型 で あ った(Fig.3).
5)制 癌 例 お よび再 燃 例 の γ一Sm・制 癌 例 は,194
検 体 の うち186検体 で陰 性 で あ った,再 燃 例 は36検
体 の うち5検 体 が 陰 性 で あ った が,PAP・RIAは,
γ一Sm陰 姓 の1例 を 除 き,す べ て 陽性(97%)で あ
った,PAP-RIAの ほ うの陽 性 率 が 高 か った 。制 癌 例
と再 燃 例 の γ一Smは,後 者 が 統 計 的 に 有 意に 陽性 の
割 合 が 大 きか った(P<0。01)(Table2,Fig.4).








































γ一SmとPAP-PIAの 関 係(末 治療 例)
考 察
前 立腺 癌 の腫 瘍 マ ー カ ー と して は,酸 性 フ ォス フ ァ
ターゼ が知 られ て い る.最 近RIA法 に よるPAP
が測 定 され る よ うに な り,早 期 発 見 が 可 能 とされ る5).
しか しPAPは,前 立 腺 以外 の 酸性 フ ォス フ ァ タ ーゼ
と も共 通 抗 原活 性 を有 し,必 ず し も前 立 腺 特 異 的 とは
い えな い.い っぽ う γ一Smは,前 立 腺 特 有 の もの
とされ,腫 瘍 マ ー カ ー と して 有 望 と い え る.な お,
Wangら7>は,PAPと は 異 な る分子 量34,000の糖 蛋
白を前 立 腺 特異 抗 原(ProstatespecificAntigen,以
下PA)と した が,岡 部 ら8)によ る と,γ・Smと 同 一
抗 原 と推 定 され て い る.
・自験 例 の 末 治療 前 立 腺 癌 で ,stageがす す む に つれ,
r-Smが高 値 の傾 向 を示 した.岡 部 らa・)もRIA法に
よ り同 様 の結 果 とした.stageDで も正 常 値 を 示 す も
の もあ り,本 蛋 白 の合 成 能 の 低 下 な い し,血 中 へ の 放
出 が少 な い ため で あ ろ う.stageB,CでPAP-RIA
の場 合 よ り γ一Smの 陽性 率 の高 い こ とは,早 期 診 断
に よ り有 用 と思 われ た.
Kuriyamaら9)によ る とstageB,C,Dの 前 立 腺
癌 のPAの 陽 性 率 は,自 験 例 の γ一Smの そ れ と同様
で あ った が,前 立 腺 肥 大 症 お よびstageAで は,そ
れ そ れ68%,63%の 陽性 率 と して お り,自 験 の γ一Sm
と大 きな 差 を み とめ た.両 抗 原 が 同一 の も のか い な か
さ らに 検 討 を 要 す る も の と思 わ れ る.
r・SmとPAP-RIAと の間 に 相 関 が少 なか った こ
とは,両 マ ー カ ーの併 用 が,前 立腺 癌 の診 断率 を 高 め
る こ とを示 して い よ う.
内分 泌療 法 後,4週 で3/4の例 で γ一Smが 陰性 化 し
た.PAP・RIA値 は,組 織 型 が 低 分 化 の ものは,正 常
化 しに くい と され るが10),自験 例 で γ一Smが 高値 を
つ づ け た も のは,い ず れ も中等 度 分 化 型 で あ り,必 ず
し もPAP-RIAと 一 致 した傾 向 を示 さな か った.ち
な み にPAP。RIA値 の 正 常 化 した ものは,予 後 良 好
とい う5).
制 癌 例 と再 燃 例 とでは,γ一Smの 陽性 の割 合 に 差 が
あ り,内 分 泌療 法 後 の効 果 の モ ニ タ ー と して有 用 と考
え た.最 近,TissuePolypeptideAntigen(TPA)
が 再 燃 例 で 上 昇す る こ とが 示 され た11).このTPA
を 含め た3種 の マ ー カ 一ーを 定 期 的 に 測 定す る こ とに よ
り,再 燃 例 を 全 身 な い し局 所 増 悪 を み る前 に 診 断 す る
こ とが 容 易 に な る と思わ れ る。
結 語









































Fig.4.再燃 癌 の γ一Sm値
Table2.治療 後 前 立 腺 癌 の γ一Sm値
γ・Sm
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